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力範囲にわたって電気抵抗に ρ ∝T n (n ≈ 5/3) の非フェルミ液体の振る舞いがみられた。
これは強磁性スピンゆらぎを示唆する温度依存性だが、フェルミ面の相転移と関連してい
る可能性も考えられる。また、ゼロ磁場においても 1.5 GPa 近傍では A係数と残留抵抗
に異常がみられ、電子構造の変化が示唆される。以上のように、UCoAlは複数のメタ磁性
転移あるいは量子相転移のメカニズムを内包する特異な物質である可能性があることが明
らかとなった。 
 
まとめ 
UCoAlの強磁性消失点近傍において、スピンゆらぎの理論にあてはまらない非フェルミ
液体状態を見出した。この振る舞いは強磁性消失点近傍における磁気ゆらぎが起源の、遍
歴強磁性物質に普遍的な物性の可能性がある。また、電気抵抗の A係数を評価することに
よりUCoAlの量子臨界点が 2.6 GPa近傍に存在することを示した。さらに、UCoAlの圧
力下相図は従来考えられてきたものより複雑であり、電子構造が複雑に変化していると考
えられる。今後、強磁性消失点近傍の非フェルミ液体状態の起源および圧力下における電
子構造の詳細の解明、遍歴強磁性物質一般における量子相転移のさらなる理解が望まれ
る。 
